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午前１０時００分 開会 

○小泉会長 皆さん、おはようございます。八王子市環境審議会の会長を仰せつかってお

ります首都大学東京の小泉でございます。どうぞよろしくお願いいたします。今年初め

てということですが、今年度最後ということにもなるのかもしれませんので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  議題に入らせていただく前に委員の出欠状況の報告と配付資料の確認について、事務

局からよろしくお願いいたします。 

○星環境政策課主査 はい。では、本日の出席状況について、ご報告いたします。まず事

前に欠席のご連絡をいただいている委員の方をご報告させていただきます。鷲谷委員、

斉木委員、矢野委員、坂本委員、渡邊委員の５名となります。定足数については、１４

名の委員のうち９名の出席をいただいており、過半数割れをしておりませんので、この

審議会は成立しております。出欠状況については以上です。 

  次に、配付資料の説明をさせていただきます。まず、事前に配付させていただきまし

たものとして、審議会の次第、それと資料１といたしまして、上川の里特別緑地保全地

区の整備について。こちらＡ３が１枚とＡ４が１枚になっております。 

  次に資料２、第３４回全国都市緑化はちおうじフェア基本計画。こちらホチキスどめ

をしております冊子で、全１８ページになります。 

  次に資料３、戸吹環境教育・学習拠点整備事業の実施概要。こちらがＡ４で両面１枚

になります。 

  続いて、本日配付させていただきました資料といたしまして、資料４、新館清掃工場

建設の進捗状況について。こちらはＡ４が１枚になります。 

  資料の説明については以上です。 

○小泉会長 ありがとうございました。過不足等ございますでしょうか。よろしいでしょ

うか。 

（なし） 

○小泉会長 どうもありがとうございました。では、次第に沿って進めてまいりたいと思

います。次第の１ということで、上川の里特別緑地保全地区の整備についてになります。

事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

○飯塚環境保全課長 環境保全課長、飯塚と申します。よろしくお願いします。 

  それでは、上川の里特別緑地保全地区の整備について、ご説明いたします。上川の里
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地区は、良好な里山環境が保たれている緑地として、東京都の緑確保の総合的な方針の

中で、買収または法律や条例に基づいて確実に保全していくものに位置づけられていま

す。本市では、環境基本計画、みどりの基本計画に基づき、行政と住民の協働により整

備を図ってきました。 

  資料１の１として、場所と面積でございますが、上川町の１２５６番地の１というこ

とになります。現在の合計公有地の面積といたしましては、約５２．７ha、そのうち図

１をご覧ください。黄色の線で囲まれた部分、約２６haが特別緑地保全地区に既に指定

されている部分でございます。赤い線で囲まれた約２６．６haは、寄付をしていただい

た市有地となります。青い線で囲まれた部分、こちらは民有地となっております。 

  ２の経緯といたしまして、簡単にご説明いたします。平成２０年２月、産業廃棄物最

終処分場建設計画が提示されました。その後、建設計画は断念され、平成２３年３月、

上川の里特別緑地保全地区として都市計画決定されました。平成２４年７月、地元町会

が中心になり、八王子市と上川の里緑地保全協議会を設置し、現在は地元で発足した上

川の里づくり運営委員会で除草、散策路整備などを行っております。 

  ３の『「上川の里」保全と整備の方針』概要について簡単に説明いたします。この方針

は、平成２７年３月、地元住民とともに作成をされたものです。 

  まず保全の目標といたしましては、里山保全のリーディング地区として貴重な自然環

境を保全するとともに、より多くの市民が里山環境に親しむ場とするため、整備等を実

施しております。 

  保全のための活動指針についてですが、市、市民、各種団体等で協力して目標達成の

ために必要な維持管理を行います。また、各種団体や教育機関等と協力して、市民が自

然とふれ合う場や里山の仕組み、また体験・学習の場、散策やハイキング等のレクリエ

ーションの場として活用をしていきます。 

  （３）のゾーニングといたしまして、図１、２にありますオレンジ色の線で囲まれた

部分、こちらが里山保全・活用ゾーンといたしまして、こちらを中心に整備をしてまい

ります。 

  （４）の平成２７年から２９年までの整備につきましては、次の４番のほうで説明を

させていただきます。 

  ４の方針に基づく整備状況と計画でございます。平成２６年度、地域住民との協働に

より、『「上川の里」保全と整備の方針』を策定いたしました。平成２７年度でございま
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すが、管理用のトイレを整備しております。現在、建設中でございまして、本年３月に

竣工の予定となっております。 

  平成２８年度、こちらはまだ予定ということでございますが、自然観察用の木道、散

策路の柵、掲示板等の整備をしてまいります。詳細につきましては、別紙の図３をご覧

ください。 

  整備の目標といたしましては、環境を守りながら、地域の人や来訪者にとって歩きや

すく、見やすく、安全で適切な情報提供がある、おもてなし環境の整備ということにし

ております。図の中でオレンジ色の線があると思うのですけれども、そちらの部分が従

来の散策路となります。植物の踏み荒らし防止や転落防止のため、そちらに柵を設置し

てまいります。あと赤い線があると思うのですが、こちらに木道整備による水路周辺の

回遊性確保のため、新しい回遊コースを設置したいと考えております。その中で、黄色

く斜線が引いてあるところ、こちらの部分が木道、約７０ｍを整備する部分でございま

す。そのほか、散策路の案内のため、こちらの図でいうと３カ所ですね。案内のための

看板を設置する予定でございます。 

  それでは、もう一度資料１にお戻りください。平成２８年度の予定の続きでございま

すが、北沢谷戸地区の草刈り等の維持管理作業については、現在地元住民によりＮＰＯ

を設立している最中と聞いておりますので、そちらに委託する予定でございます。 

  そのほか、特別緑地保全地区の拡大に向けた測量を実施いたします。 

  図１をご覧ください。先ほどご説明いたしました、寄付によって市有地となっており

ます赤い部分です。こちらに関して、特別緑地の指定に向けて、測量をしてまいります。 

  平成２９年度の予定でございますが、２８年度に測量をいたしました市有地の特別緑

地保全地区の指定を行ってまいります。 

  そのほか、都市緑化フェアのスポット会場として地元住民を中心にイベントを実施い

たします。 

  ５の今後の課題についてですが、１点目として地元住民に加え、ＮＰＯ、市民団体、

企業のＣＳＲなどが活動する幅広い共働実現のための仕組みが必要と考えております。

現状は、地元３町会との間に話し合いのための懇談会はございますが、活動としては草

刈り等の維持管理活動にとどまっております。 

  ２点目としまして、水田の復元や森林の伐採更新などの里山環境復元のための活動の

活性化と、環境学習への有効活用が必要だと考えております。現状では、計画的な活動、
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環境学習のプログラム、復田の計画などはございません。ただ、不定期に地元の上川口

小学校の児童を対象に、地元住民が自然観察会等を行っているのみとなっております。 

  ３点目といたしまして、生物多様性の維持保全のための取り組みの実現というものを

考えております。現在、生物調査は行ってはおりません。ただ、生物多様性地域戦略の

策定という課題もございますので、そちらも含めて、今後検討していかなければいけな

いものと考えております。 

  ４点目といたしまして、良好な里山環境の保全のための、イノシシを初めとした獣害

対策が必要となります。現在、イノシシの沼田場や荒らされている場所があり、来訪者

にとっても危険があるため、何らかの対策が必要となっております。 

  ５点目といたしまして、緑確保の総合的な方針で位置づけられた保全面積の達成とい

うことが挙げられます。平成２８年度は寄付により受領した市有地について測量を実施

し、２９年度に指定する予定でございますが、そのほかの市有地につきましての対応が

必要となっております。 

  説明は以上でございます。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。ただいまの事務局の説明内容につきまして、

ご質問、ご意見がございましたら、よろしくお願いしたいと思います。いかがでござい

ましょう。 

では、城所委員から。 

○城所委員 資料１の図２の部分ですね。エントランスサブゾーンから入ってヤマユリと

いうところがあります。それは、既存のものが出ているのでしょうか。それとも、球根

か何か植えたのでしょうか。 

○鈴木環境保全課課長補佐 地元の人たちが種からヤマユリの繁殖をしておりまして、そ

れを山に戻して増やそうということで、雑木林のササとか密生しているところを普通の

雑木林のように風通しのいい状況にして、そこにヤマユリを植えるという活動をしてお

ります。 

○城所委員 それならよろしいのです。八王子の花としてとてもポピュラーでよろしいの

ですけれども、わざわざほかの種を持ってきてそこへ植える、あるいは全然違う花壇の

ようなものをつくるというようなことがなされてはいけないなと思っています。やはり

地元の遺伝子をすごく大事にしたいと思うのです。ですから、外から持ち込まないとい

うことを私は提案したいと思うのです。どんな花でも樹木でもそうです。専門家の先生
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がいらっしゃいますけれども、外から持ち込むことは生物多様性の意味からいってもよ

ろしくないかなと思うので、ぜひそれはお願いしたいと思います。 

○飯塚環境保全課長 こちらは特別緑地保全地区にも指定されておりますので、現状、凍

結的な保存を考えており、そこに外部からの持ち込みは好ましくないと考えております。 

○城所委員 お願いいたします。 

○小泉会長 ありがとうございました。では、木下委員、よろしくお願いします。 

○木下委員 二つほど教えていただきたいのですけれども、この緑地保全地区の指定とい

うのは、ある程度地区が絞られると思いますが、寄付を受けて特別緑地保全地区を指定

していくとか、そのような方針をちょっと教えていただきたい。あと図の１で、黄色と

赤と青がありますけれども、この絵で見ますと特別緑地保全地区として都市計画決定さ

れているものが、今までのところは、黄色と思えばよろしいのでしょうか。 

○飯塚環境保全課長 はい、黄色です。 

○木下委員 それから、赤は寄付をされたということですから、これはわかるのですけれ

ども、青の地域が何を意味するのか教えていただきたい。この二つをお願いいたします。 

○飯塚環境保全課長 まず特別緑地保全地区指定の公有地の方針ということでございま

すけれども、町の中の良好な緑地を保全していくということで指定をしております。上

川の里に関しましては、経緯のところでもご説明いたしましたけれども、産業廃棄物最

終処分場施設が設置されるという予定でしたが、この部分は良好な里山環境が保全され

ていることで公有地化ということで進ませていただきました。 

○鈴木環境保全課課長補佐 では、後半は環境保全課の鈴木がお答えします。青い部分は

民有地です。黄色と赤と青の一番外側の線をたどった全体が上川の里地域ということで、

都の緑確保の総合的な方針の中で位置づけられたエリアです。実は特別緑地保全地区と

いう制度は、所有者の方が合意をすれば、民有地でも指定はできるのですが、その場合

に買取請求が出ると行政のほうは拒否ができないきまりであるため、予算措置等の問題

が出てしまい、特別緑地保全地区の中に島のように残っている民有地もあるのですけれ

ども、そこは指定しないで現在残っているという状況なのです。要するに、そこを指定

してしまうと買取請求のときに予算がないという話になってしまいますので、行政とし

ても将来的に働きかけて、寄付とか、あるいは行政で、予算がとれそうなときに買収に

動くと、そういう形で進めていきたいと考えております。 

○木下委員 現在のところは、任意の計画がある地域というところはいかがでしょうか。 
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○鈴木環境保全課課長補佐 特に所有者の同意を得ないまま、この緑確保の方針の上川の

里地区というのは決められたということです。ただ、将来的には全て特別緑地保全地区

にしたいというのが市の要望でございます。 

○小泉会長 ありがとうございました。そのほかに何かございますか。はい、どうぞ菊地

委員。 

○菊地委員 平成２６年に関わった者としては、魅力的な計画でいいのですけれども、図

３に赤字で示された新しくできる散策路とありますね。これは、隣に老人ホーム等があ

りますから一応バリアフリーのような形で、車椅子でも散策できるような、そういう新

しいスタイルの散策路ということでよろしいのですかね。 

○鈴木環境保全課課長補佐 公園などのような完全なバリアフリー環境にはなりません

が、この下の赤いところはほぼ平たんなので、道さえ整備すれば、かなり足の不自由な

方とか車椅子の方でも、ここはぐるっと周れるようなイメージであります。 

○菊地委員 誰でもこういう自然を楽しめるようなエリアにしてほしいです。それから、

その図の赤い字の奥のほうに大分荒れている水田があるのですけれども、先ほどの水田

の整備というのは、ここの水田も含まれているわけでしょうか。 

○鈴木環境保全課課長補佐 実はこの広場に関しては、地元の人たちが、ちょうど農家の

庭みたいな形で親しめる集いの場所として花も植えたいというような要望がありまして、

保全というよりは皆さんの集いの場のような場所になっていくであろうと思います。そ

こに隣接するところに水田として、昔の農業環境を少しでも復元したいと思っておりま

す。 

○菊地委員 要するにカヤネズミとか、そういう希少生物がたくさんいるようなところは

残して、その奥のところですよね。 

○鈴木環境保全課課長補佐 カヤネズミがいるところは、多分この遊歩道の上ぐらいの場

所です。遊歩道から奥の、この写真でいうと西側の水田の整備は、現状では一度には無

理だと思いますけれども、やっていただけるＮＰＯやボランティアの方がいらっしゃっ

たら、少しずつ奥のほうへ進めていきたいと考えております。 

○菊地委員 あともう一つ、この水田を保全するときの一つの大きな問題として先ほど話

が出た獣害対策というのはあると思うのですけれども、特にこの水田のところはイノシ

シが出て大変なところなのです。例えば、先ほど、ヤマユリについて城所委員からも指

摘があったと思いますが、ヤマユリは確かに自然でいいのですけれども、ヤマユリはイ
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ノシシの大好物なのです。ですから、その辺どのように獣害対策をしていくかは考えて

いますか。 

○鈴木環境保全課課長補佐 ヤマユリの場所は、４年ぐらい前から周りを開いて、地元で

増えたヤマユリの球根をまた戻すという形でやっているのですが、ヤマユリがある場所

は周りをフェンスで囲んだことでイノシシが入っていないのです。高さが９０センチぐ

らいのフェンスなので、本当はイノシシの力からいえば飛び越えられるのですけれども、

農林課の担当に聞いたところ、周りに食べ物があれば、無理やりフェンスを飛び越える

こともないということで、ほかのところへ行っているのだろうということです。それか

ら、この水田のあたりは今、若干沼田場のような状況にはなってきているのですが、水

田としてきれいに整備する場合は電気柵がいいのではないかと考えております。安全な

電気柵できちんと守らないと荒らされる可能性がありますし、イノシシは学習能力が高

いので、そこに常時人が入って作業をしていると、寄りつかなくなるということもあり

ます。だから電気柵と、人間が常時そこに関わり続けるということの二つではないかと

いうふうには考えております。 

○菊地委員 わかりました。どうもありがとうございます。 

○小泉会長 では、ほかに何かございますでしょうか。この木道についてですが、こうい

う施設というのは、建設費として整備に幾らぐらい費用がかかるのかなという点がわか

らないのですが。 

○鈴木環境保全課課長補佐 ちょうど今、議会で予算を審議している最中ですけれども、

内示された金額では１，４００万ぐらいが設計金額になっております。 

○小泉会長 どのくらいが妥当な金額なのかというのは私では評価できないのですが、少

ないのですか、多いのですか。 

○鈴木環境保全課課長補佐 予算上でいくと、ぎりぎりのところです。実は幅員も本当は

１ｍ８０ｃｍぐらい欲しかったのですが、１ｍ２０ｃｍで見積もっています。人とすれ

違うのではなくて、横に避けていてもらえれば車椅子でも通れるぐらいの幅員が欲しか

ったのでぎりぎり１ｍ２０ｃｍという、ちょっと圧縮された状態でやることになってい

ます。 

○小泉会長 緑地保全地区という意味では、初期投資は高いけれども、後々長持ちすると

いう施設もあるでしょうし、また、最初は安いけれども、後々手間がかかる、管理費が

かかるという場合もあるでしょうし、その辺は検討していただいているということでよ
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ろしいのですか。 

○鈴木環境保全課課長補佐 木道であれば、基礎さえしっかりしておけば、将来は地元の

ボランティアの人たちが傷んだ板の取り替えぐらいは自分たちでできるというようなこ

とも言っていただいているので、安いものではないと思いますけれども、地元の人たち

との合意でそういう話になったという状況です。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。そのほか、よろしいでしょうか。 

（なし） 

○小泉会長 どうもありがとうございました。では、引き続きまして次第の２ということ

で、第３４回全国都市緑化はちおうじフェア基本計画についてでございます。それでは、

事務局より説明をよろしくお願いいたします。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 都市緑化フェア推進室、小池と申します。１月１日よ

り都市緑化フェア準備室から推進室に変わりまして、体制も変わり、職員も増えたこと

から、準備を加速させているところでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、私からは平成２９年の市制施行１００周年記念事業において、中心的事業

となります第３４回全国都市緑化はちおうじフェアについて、昨年１２月に策定いたし

ましたフェアの基礎となる基本計画について説明をさせていただきます。まず、表紙を

おめくりください。メイン会場となる富士森公園全体のイメージ図になります。平成２

９年秋のフェア開催時は、このようなイメージとなる予定になっております。 

  それでは、１ページをご覧ください。開催の概要ですが、１の開催理念において四角

囲いの太字、都市における「人」と「自然」の新たな調和のあり方を提案し、八王子な

らではの「みどりの環境調和都市」を全国に発信することを理念としております。 

  ３の開催概要の１）の愛称については、みどりの丘の花絵巻はちおうじ２０１７とい

うことで、公募により３７４件の応募の中から、大学生に応募していただいた作品に決

定させていただきました。 

  ２ページをご覧ください。開催の期間は、平成２９年９月１６日から１０月１５日ま

での３０日間。 

  ８）の想定入場者数については、４０万人を見込んでおります。メイン会場の富士森

公園は２５万人、サテライト会場は６地域で１５万人です。昨年、県レベルで開催され

た愛知フェアも７０万人という実績であることから、具体的な人数をイベント事業者に

シミュレーションしていただき、算出された数字が２５万人ということになりました。
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また、この緑化フェア開催は市制１００周年記念事業でもございますので、２ページ、

９）のシンボルマークについては、市制１００周年記念事業ロゴマークを活用いたしま

す。 

  続きまして、３ページになります。ここからは、各会場についてまとめております。

１の会場計画、１）開催会場の基本的な考え方と基本構成ですが、今回のフェアはメー

ン会場の富士森公園のほか、市内６地域にサテライト会場を設けるとともに、各地域の

中においてもスポット会場を設けることとしております。地域全体のイメージは配置構

成図のとおりです。 

  続きまして、４ページをご覧ください。今回は市内各地域でサテライト会場を設ける

こととしておりますので、市民や市外から訪れる方に各会場を回っていただこうという

ことで、回遊の仕組みをつくりたいと考えております。そこで、回遊のテーマを「はち

むすび八王子」といたしました。周遊バスなどにより会場を巡るモデルコースの設定に

努め、またスタンプラリーやガイドマップの発行などによる情報支援の仕組みも検討し

ていきたいと考えております。 

  次に、フェア開催時の富士森公園の様子についてですが、８ページに写真で整理をし

ております。８ページをご覧ください。こちらが陸上競技場内の展示となります。今回

は富士森公園の再整備や陸上競技場の大規模改修が予定されていることから、この陸上

競技場の中を活用していきます。主要なところを申し上げますと、左上にあります八王

子千人同心花壇、こちらについては準備の段階から市民参加によって花壇をつくり上げ

ていく場となります。この花壇づくりに当たっては、ガーデンデザイナーを呼んで指導

を受けながらつくり上げることで、参加される市民のガーデニング力を高めていきたい

と考えております。また、下の部分の左から２番目に、八王子アーカイブガーデンとあ

りますが、１００ｍ走の部分を活用し、八王子の１００年の歴史を花などで紹介してい

くガーデンとする部分となります。このほか、その右隣がスポーツガーデン、写真はヨ

ガをやっているところです。その隣が八王子市学生出展ガーデンなど、この陸上競技場

内の中に１０カ所の庭、ガーデンをつくり、花と緑の村、ヴィレッジをつくる計画とな

っております。 

  ９ページが富士森公園の全体図になります。富士森公園の中心部の黄色い小さな丸が

ある箇所、少しわかりにくいのですが、ちょうど市民球場のバックスクリーンの裏手に

なります。この部分に食事を行う場所を整備することといたします。これが左上から３
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番目の写真の緑化祭ゾーンという場所になります。この緑化フェアでは、公式行事とし

て決められた行事が３つございまして、開会式、閉会式、そして全国都市緑化祭、この

各行事は出展者、国土交通省などの関係者を来賓に招いて式典を行いますが、緑化祭に

は皇室をお迎えして、式典後に植樹をすることとなっております。その場所が、この緑

化祭ゾーンになります。ちなみに、公式行事は体育館の中に舞台をつくり、その中で行

う予定でございます。 

  １０ページをご覧ください。ここには各会場で行う主要事業の案とスポット会場の案

をまとめております。この内容については、連合町会長を初め、市民の皆様に参加して

いただいた市民委員会で、どのような事業ができるか検討していただいたものを整理し

ております。現在、３月を目途に地域ごとに具体的な事業の内容をまとめるとともに、

市民参加の形態なども含めて整備を進めてまいります。また、この部分の事業の進め方

につきましては、地域の方から色々と意見を伺いながら進めなければならない部分であ

ること。また、各地域、各会場の状況が異なることから、画一的なやり方ではなくて、

各地域の特徴を生かした方向で進めていきたいと考えております。 

  １１ページ以降につきましては、会場の展示や出展、コンテストなどの進め方の方向

性を整理しております。詳細については、今年の夏を目途に実施内容をより具体的にま

とめる実施計画を策定いたしますので、その中で詳細な部分をお示しできると思います。 

  １３ページが観客誘致計画、１４ページが会場運営計画ということで整理しておりま

す。 

  １５ページの交通輸送計画では、富士森公園へは原則として公共交通機関を利用して

いただくことを前提とし、ＪＲ八王子駅南口から富士森公園向かい側間で無料シャトル

バスも運行する予定となっております。 

  最後に１６ページの協働推進計画ですが、フェアを開催したから、それで終わりとい

う一過性のものではなく、将来につなげる取り組みをフェアのレガシーとしたいと考え

ております。このページには、まだ何をやるかといった具体的な内容はお示しできてお

りませんが、富士森公園の改修や整備というものも確かに後世に残るものとはなります

が、もっとソフト的なものとして、例えば、花や緑を増やしていくために、どのように

したらいいのかということがよくわからないといった方のための花壇づくりやガーデニ

ングの方法に関する生涯学習的な講座を継続的に開催していくことですとか、フェアを

きっかけに地域における人材や、組織を構築することによって、花と緑のあるまちづく
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りができないかなど、都市緑化の推進のためにいろいろと検討しているところでござい

ます。 

  簡単ではございますが、基本計画の内容について、私からの説明は以上となります。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。ただいまの事務局の説明について、何かご

質問、ご意見はございますでしょうか。どうぞ上田委員、お願いいたします。 

○上田委員 私は町会、自治会という立場から、この席に来ているわけですが、サテライ

ト会場から外れた地域でも、この緑化フェアがだんだん話が広まってきまして、非常に

あちこちから話題を聞くのです。町会長をやっている手前、京王八王子駅付近などのサ

テライト会場から外れた地域はどういう扱いにしてくれるのか、何かお考えがあったら

お聞かせいただきたいなということが一つと、それからもう一つ、私は市民委員の一人

なのですが、これから先、きっと私たちが提案した内容の絞り込みがあって、実際に実

施可能な部分についての作業になっていくのではないかと思うのですが、市民の意気込

みとしては、やがて実戦部隊になるのだろうなというような思いがあります。今後の活

動というのはどのような見通しなのかということを可能であれば教えていただきたいと

思います。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 まず１点目の、サテライト会場から外れてしまったと

ころはどうなるのかということなのですが、スポット会場という形で、やはり何かしら

花とか緑で飾っていただいたりとか、そのようなことを、ぜひやっていただきたいと考

えております。またそのスポット会場をどう運営していくのかというところも、夏を目

途に実施計画を作成いたしますので、徐々に具体的なもので、またお示しさせていただ

きますが、サテライト会場から外れてしまったところは、そのまま何も知りませんとい

うようなことは一切考えておりません。八王子全体で花と緑で盛り上げていきたいとい

うふうに考えております。実施計画で、もう少し具体的なことをお示しさせていただき

ます。あと市民委員の皆様に、今現在絞り込み作業をお願いしているところなのですが、

やることだけを決めていただいて、それで終わりというわけにはいかないと思いますの

で、今は市民委員の皆様に３月末までお願いしていると思うのですが、４月以降も実戦

部隊として活躍していただきたいというふうに考えておりますので、ぜひご協力をお願

いいたします。 

○上田委員 どうもありがとうございました。 

○小泉会長 そのほか、いかがでございましょう。木下委員。 
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○木下委員 八王子といったら、やはり緑と水だと思うのですが、水に関わる内容が一言

も出てきていませんけれども、巡っていく中で例えば湧水のような何か見せられるよう

な場所というようなものって、この中には組み込まれないでしょうか。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 １０ページをご覧いただいてよろしいでしょうか。サ

テライト会場の主要事業という表がございますが、その中で西南部地域の会場が高尾山

電鉄清滝駅と南浅川ということで、高尾から市役所までの間、南浅川の流域を花で飾っ

たり、そういうような形で盛り上げていこうというふうには考えております。 

○木下委員 結構、湧水地もありますけれども、そこまでは組み込めないでしょうか。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 そこについてはまた、先ほどもお話しましたが、スポ

ット会場という形で何か、このフェアの中でやっていけたらなというふうには考えてお

ります。 

○木下委員 無理には申し上げませんので。わかりました。 

○小泉会長 では、菊地委員よろしくお願いします。 

○菊地委員 幾つかお願いしたいことがあるのですけれども、一つは、花と緑のフェアの

レガシーの問題で、この後何が残るかということで、緑と花を慈しむような心が残れば

いいというふうな話があったのですが、それはそれでいいことなのですけれども、僕は

それよりももっと大事なのは、八王子市が持っている緑資源、あるいは緑の空間みたい

なものが、今まではコンテンツでばらばらで分散している、全然結びついていないのが、

フェアをきっかけにして、メイン会場、サテライト会場、スポット会場、あるいはその

先ほど言った湧水や、貴重な緑の空間、大谷緑地なんかもそうですけれども、そういっ

たところをいろいろ結びつけて、八王子市というものの緑のネットワークみたいなもの

がつくられて、フェアが終わった後も市民が自由に回遊できるようなシステムをつくる

ということは、大事だと思います。そうすると、そういうふうなシステムを見越して、

緑化フェアに訪れた人がメイン、サテライト、スポットだけではなくて、いろいろなと

ころを自由に回れるような仕組みをつくって、緑のネットワークをめぐる地図とか、そ

のようなものをつくってもらうということが大事だと思うのです。 

そのために、もう一つ大事なことは動線ですよね。先ほど動線のことで、４ページに

記載されているコースのところにバスが出るのですけれども、そこは非常にいいことで、

ぜひやってもらいたいのですけれども、もう一つは自転車ですよね。コミュニティサイ

クルというのを少し考えてみたらどうかと思います。今、どこの市町村でも結構コミュ
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ニティサイクルを使っているし、現在、私も研究させられているのですけれども、東京

都でもオリンピックを見据えて、各区にコミュニティサイクルをどうやってつくるかを

検討しているようです。要するにコミュニティサイクルというのは、レンタサイクルな

のですけれども、誰でも自由にカードで手続きをすると、そのまま自転車の鍵が外れて

使用できるようになり、そして１時間、２時間経ったら、またステーションに返して、

料金がカードから引き落とされる。誰でも非常に簡単にできる。成功例として岡山市な

んかは、ももちゃりというコミュニティサイクルを使って、色々な観光スポットにステ

ーションがあり、観光客がそこへ行って借りて、次のスポットに自転車を返して、そこ

からまた乗って返して。１回１００円ぐらいなので本当に簡単に使えます。そういうコ

ミュニティサイクルを先ほどのサテライト会場などに２０台ぐらいずつ置いてみて、も

しそこで定着すれば、市にとって常時緑の空間を動線として、あるいは観光として利用

できるようなものになるかと。少しコミュニティサイクルみたいなものも考えてみたら

いいかなと思います。多分市が提案して、自転車の企業などと協力すれば、すぐ寄付と

かそういうものでやってもらえるだろうと思います。自転車の企業としても、いい宣伝

になりますし、側面に自転車のロゴとか、色々な企業の宣伝広告をつければ、動く広告

塔にもなりますから、企業からの寄付で多分賄えると思うので、そんなにお金もかから

ないだろうと思います。先ほど言った岡山市のももちゃりの企業は、イオンが全面的に

バックアップして、自転車の側面にイオンの宣伝が大きく出ています。だから、岡山市

としては全然お金がかかっていないと言っていました。バスに加え自由に動き回れる自

転車なら、スポット会場、それから、先ほど言ったサテライト会場から外れたところに

も自由に行けるわけですよね。参考までに少し考えてもらうといいかなと思います。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 ありがとうございます。緑化フェアの際は、先ほどお

っしゃった、まず各スポットを巡るものなのですが、ガイドマップのようなものは作成

する考えでおりまして、メイン会場からサテライト会場、またサテライト会場からスポ

ット会場へ回るような、いろいろなモデルコースなども紹介したり、ただ会場を紹介す

るだけではなく、その周辺に、例えば有名なお店があったりとか、食事できるような、

グルメ的な要素も含めようかとも考えておりまして、フェアが終わったときについては、

今後せっかく残る花壇ですとかガーデンなどを回れるような、そういうマップ的なもの

をつくれないかというのは観光課などとも相談していきたいと考えております。 

○菊地委員 そのときに、つくったものだけではなくて、既存の公園がありますよね。例
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えば、先ほど言った大谷緑地であるとか、それから長池公園であるとか。八王子が自慢

できるような自然公園であるとか、自然緑地であるとか、そういったところもきちんと

訪れられるよう地図に入れてもらうとありがたいかなと思います。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 あとコミュニティサイクルについてですが、実際に今

ＪＴＢのほうに話を聞いたりして、今はまだフェアの期間中の話になってしまうのです

が、各スポット会場に何台か置いて、次のスポット会場に動けるような方法を相談して

いるところで、実現するかどうかは未定ですけれども。八王子は坂とか山が多いので電

動自転車のほうが好ましいのですが、なかなか電動自転車というのは設置する場所に費

用がかかるというのがありますので、その辺含めて、今検討させていただいております。 

○菊地委員 先ほど言った岡山市のももちゃりというのがありますけれども、私が色々コ

ミュニティサイトで見て、研究した中でも、岡山市はうまくやっている事例であり、あ

そこも電動自転車なので、参考になると思うので、資料を取り寄せてもらえばいいと思

います。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 ありがとうございます。早速参考にさせていただきま

す。 

○小泉会長 どうぞよろしくお願いしたいと思います。お二人の委員から、水やレンタサ

イクルに関連した、大変前向きなご発言をいただきました。それから、八王子には神社

とか仏閣とか、先ほどグルメの話は出ましたけれども、単に花と緑だけではないという

ことはわかりましたが、もっと八王子の魅力を発信する一番いいチャンスではないかな

というふうに思いますので、この緑化フェアをうまく活用して、もう一度八王子に行っ

てみたいとか、あるいは八王子に住んでみたいとか、そういうふうな思いが訪れた人に

残るような、何かうまい組み合わせをぜひご検討いただければと思います。 

  あと水に関しては、湧水ネックレス構想についても、議論しましたし、八王子の持っ

ている色々な財産というか、売りにできるところとうまく結びつけて、メイン会場、サ

テライト会場、スポット会場を階層的にリンクさせ、深みを出していただければありが

たいなと思います。まだまだ時間はありますので、ぜひご検討いただければ。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 ありがとうございます。 

○小泉会長 そのほか、何かございますでしょうか。どうぞ、千明委員。 

○千明委員 これには一般的な市民とかＮＰＯとかボランティアとかは書いてあるので

すが、特に環境市民会議とかというのは書いてないので、八王子は市内６地区に環境市
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民会議というものがありますけれども、それはどういう位置づけで考えていらっしゃい

ますか。 

例えば、サテライトはちょうど６カ所あります。ちょうど環境市民会議も６か所と重

なっているように見えるので、環境市民会議がそこの核になるようにするということな

のか。あるいは、そういう固定的なことは考えていないということなのですよね。 

○星環境政策課主査 こちらで回答します。環境政策課の星と申します。環境市民会議に

ついては、環境政策課が所管して、市内６地区に分かれて環境の保全活動をしている団

体ということになります。緑化フェア事業も環境部から派生して、環境にも目を向けた

形になっております。緑化フェア市民委員というのは現在、６地区で募集しています。

それぞれ、先ほどおっしゃっていました実行部隊になっていくというのもありますので、

その中に環境市民会議の方々にも入っていただいて、一緒に緑化フェアというのをやっ

ていくというような構想はありますが、現在、実際に動いている市民委員会というのが

あるのですが、そちらのほうに、まだ環境市民会議の方々がなかなか入ってきていない

ので、これから環境政策課としても、環境市民会議にはお話をさせていただいて、もし

参加したいという方がいらっしゃれば、そういう方を取り込んで緑化フェアをやってい

きたいと思っています。 

○千明委員 今のところは、環境市民会議という組織的なもので活動するのではなくて、

中でも非常に志がある人が活動していくという形ですか。 

○星環境政策課主査 そうですね、そういう形で考えております。 

○小泉会長 ありがとうございました。そのほか、いかがでございましょう。よろしいで

しょうか。 

（なし） 

○小泉会長 フェア開催まではあと１年半ございますので、委員の皆様、もし何かお気づ

きの点があれば、事務局のほうにお願いします。これは小池主幹のほうで大丈夫ですか。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 はい。よろしくお願いいたします。 

○小泉会長 では、何かアイデア、ご意見ございましたら、また言っていただければあり

がたいです。せっかくやりますから、よりよいものにしていって、それが長く、この八

王子に根づくようなものにしていただければありがたいなと思います。どうぞよろしく

お願いします。 

○小池都市緑化フェア推進室主幹 ありがとうございました。 
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○小泉会長 さて、それでは次第の３ということで、戸吹環境教育・学習拠点整備事業に

ついてになります。これにつきましても、事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

○大山環境政策課長 では、議題３の戸吹環境教育・学習拠点整備事業につきまして、環

境政策課長、大山からご説明させていただきます。 

  お配りしました資料３をご覧いただけますでしょうか。こちらの内容でございますけ

れども、本日報告の趣旨としましては、前回、平成２７年７月７日に開催いたしました

第１回環境審議会で、平成２７年度事業予定についてということでご紹介させていただ

いたものの結果といいますか、その報告でございます。 

  環境基本計画については皆様にも策定にご尽力いただきましたが、その中でも「みど

り」ということに注目をしていただきまして、里山復活プロジェクトというものも定め

たところでございます。それを具現化していく一環として今年度から始めたものでござ

います。 

  こちらの１番の２７年度事業実施概要でございます。前回ご報告しましたとおり、戸

吹第２最終処分場用地というのは戸吹清掃工場の横にございますけれども、里山につい

てや緑地保全の実技を学ぶフィールドとして活用するために、そちらで実施したもので

ございます。 

  平成２７年度につきましては、場所が約６万３，０００㎡ございますけれども、その

うちの約２，０００㎡を実習地として講座を開催しました。実際の講座名称でございま

すけれども、八王子市里山サポーター育成講座という形で開催をいたしまして、市の広

報で受講生を募ったところでございます。 

  平成２７年１０月７日から、平成２８年２月２７日まで、全９回にわたりまして活動

を行いまして、講座、それから実技を含めて実施をし、当初２０名受講ということでス

タートしたところでございますけれども、１７名が修了したという形になっております。

修了者につきましては、市の里山サポーターという形で登録をさせていただきまして、

今後、多方面に渡って活動に携わっていただきたいということで、里山保全団体をご紹

介させていただきました。２８年度には、その方々に対してもフォローアップをする予

定でございます。 

  ちなみに、今回の講座につきましては、委託事業ということで行ったわけでございま

すが、本日出席の千明委員が代表を務めておりますＮＰＯ法人緑サポート八王子へ委託

し、実施をしていただいたところでございます。 
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  以降につきましては、写真をお載せしておりますので幾つかご紹介しますと、一番上

の左右の写真ですが、実施前、左側写真のような荒れた山になっておりましたが、手を

つけた結果、右側のように皆伐をして、このようなきれいな形になったというところで

ございます。それ以降の写真につきましては、例えば、下草刈をしているところであり

ますとか、低木の伐採の指導ですとか。また、作業用の道づくりなども行いましたので、

そういったときの風景を参考までに載せさせていただいております。裏面のほうにも一

部、写真を載せておりまして、椎茸のほだ木づくりでありますとか、皆伐のロープワー

ク、あと場所は若干違うところにはなるのですけれども、戸吹北緑地保全地域内で炭焼

き体験なども実施したところでございます。 

  また、今年度につきましては、このフィールドワークにとどまらず、１２月に１回、

市内の里山見学会ということで戸吹北緑地、それから大谷緑地、宇津貫緑地、館町緑地

を受講生に見学いただいたということも実施しております。 

  それから２番目、来年度ですけれども、私どもこれを１回限りで終わらせるというこ

とではなく、育成が非常に重要と考えております。なので、２７年度同様、新たな人材

を募って、実習地として行ったところの西側にフィールドを広げて、さらに実習を続け

ていきたいと考えております。そのため、初級者向けの講座として、今年度と同様の講

座を９回程度行うとともに、今年度修了された方に対しましては、フォローアップの意

味合いを込めましてフォローアップ講座なども開催していきたいと考えております。こ

のような活動を通して、里山保全活動、市内の緑の保全等にかかわる人材を一人でも多

く育てることで、八王子の緑を守っていきたいと考えております。 

  簡単ではございますが、今年度の事業内容の報告は以上でございます。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。ただいまの説明につきまして、何かご質問、

ご意見はございますでしょうか。はい、どうぞ浦瀬委員。 

○浦瀬委員 参加された方は、どういう年代の方が多いのですか。 

○大山環境政策課長 現役をリタイアされたような方、６０代ぐらいの方が多かったよう

にお見受けしております。中には一部若い方、女性などもいらっしゃったのですけれど

も、やはり退職などをされて自分が何か地域のためにできるですとか、あとは自分の今

後やりたいことを、子供の頃こういうことをしたのでやってみたかったという方もいて、

取り組まれた方は、非常に積極的にやられたと私は認識しております。 

○浦瀬委員 それでいいのですけれども、もうちょっと若い方を対象にしたような、例え
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ば、親子教室みたいものや、あるいは、小中学生などに教育プログラムの一環として何

かやられたりとか。シニアの方対象のプログラムももちろんあっていいのですけれども、

もう少し若い人が対象になるプログラムがあってもいいかなという気が少しします。 

○大山環境政策課長 そうですね、実は我々も実施するに当たって、その辺を考えたとこ

ろなんです。平日の昼間の実習ということを考えますと、やはりなかなか若い方が受講

しづらいだろうというところがありまして、今後は開催日とかそういったものも考慮し

ながらやる必要もあるかなとも考えています。 

  また、小中学生の教育的なプログラムというところでは、里山に特化した内容ではな

いのですけれども、現在、市では北野町にエコひろばという環境学習室を設置しており

ますが、そこが環境教育支援ということで、学校単位での活動になってしまうのですが、

今年度なども１９校に、授業の一環として支援をするという取り組みをしておりますの

で、そういった中でも、少し里山について教育支援できたらいいかなというふうに思っ

ております。 

○小泉会長 そのほか、何かございますでしょうか。千明委員には、実施に当たって色々

ご尽力いただいてありがとうございました。何かございますでしょうか。 

○千明委員 市も考え方が非常に前向きだったと思っております。こちらの委員の方、又

は市議会でも、八王子市は結構環境政策が前向きな面が見受けられると、よく聞いてい

ますけれども、これに関しても非常に前向きな取り組みだったと思いますし、ぜひ協力

したいと思ってやってきました。実技に絞って９日間やったということで、講義という

のは基本的になかったのです。ですから我々としては、ただやるのではなくて、その都

度、草を刈るというのはどういう意味があるのか、木を切るのはどういう意味があるの

か、この道をつくるのはどういう意味があるのか。どういう道が一番里山に適している

かというようなことを、なるべく受講生に話をしていて、ただ汗を流すのではなくて、

汗を流しながら、どういうことが現代の里山に望まれているのか、どういうところが昔

の里山と違うところかということを中心にやってきたつもりです。受講生も気のせいか、

修了書をもらった時、うれしかったのか知らないですけれども、顔を見ていたらみんな

にこにこして、非常に気分よさそうに解散していったので、よかったと思います。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。こういったことも継続は力なりで、一過性

に終わらないで、じっくりと進めていただければありがたいなと思います。こういった

ところは菊地先生もご専門だと思いますので、また大学としても協力できるところがあ
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ればいいかなというふうに思っておりますし、ぜひ継続していただければありがたいな

と思っています。ありがとうございます。 

  そのほか、よろしいでしょうか。 

（なし） 

○小泉会長 では、その他ということになりますが、事務局よりご報告をよろしくお願い

いたします。 

○星環境政策課主査 では、次第には記載されていないですけれども、昨年の３月に行わ

れた審議会において、新館清掃工場の基本計画に変更がありました。その後、新館清掃

工場の建設の進捗状況について、当日配付しました資料に基づきまして、清掃施設整備

課長より報告をしていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○青木清掃施設整備課長 皆さん、こんにちは。清掃施設整備課の青木と申します。よろ

しくお願いします。 

  まずは、昨年度基本計画策定に当たりましては、環境審議会の附属の組織として、基

本計画設計検討会ということで、本日参加していただいております奥副会長、並びに上

田委員、天井委員に様々なご意見をいただきまして、いい基本計画ができました。それ

を基に、今年度基本設計の策定を進めております。今年度の基本設計におきましても、

懇談会ということで奥副会長、上田委員、天井委員には続投していただき、様々なご尽

力をいただきました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。ありがとうございま

した。 

  今回、進捗状況を報告させていただくに当たりまして、あらかじめご了承いただきた

いことがございます。今年度、基本設計検討懇談会ということで、委員の皆様から様々

なご意見をいただきました。資料の経過にも記載しているのですが、平成２８年２月ま

でと書いてありますけれども、すみません、１月の末までの間違いです。様々な意見を

いただきながら進めてまいりましたが、そのまとめがまだ済んでおりませんので、現在

作成調整中ということになっております。近々でき上がり次第、委員の皆さんにお目通

し確認をいただいて、懇談会につきましては中身を確定するというような状況がござい

ます。 

  それともう１点、懇談会の意見等も踏まえまして、今後市として、基本設計について

意思決定をするというような状況であり、現時点においてはまだその前段階ですので、

内容につきましてはなかなか明確なことが申し上げられないというような状況のため、
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かいつまんだ説明になってしまいますことをご了承いただければと思います。 

まず、進捗の概要ですけれども、平成２７年度につきましては基本設計の策定と旧工

場の解体工事、この２本が大きな事業ということでありました。基本設計につきまして

は、先ほど申し上げましたとおり検討懇談会を設置するとともに、館清掃工場運営協議

会等の様々な立場からのご意見をいただきながら進めてきております。現在は策定に向

けて取りまとめの段階にあるという状況でございます。 

  一方、解体工事につきましては、工場本体の解体に先行して、計量棟などの本体周辺

の建屋ですとか構造物などの解体のほか、ダイオキシン類の除去にかかる環境対策工事

などを行っているところでございます。 

  これまでの経過についてです。まずは平成２７年７月から平成２８年１月２７日まで、

検討懇談会を全５回開催してまいりました。それにあわせまして、これは継続的に行う

こととなっておりますが、平成２７年６月から平成２８年２月まで、館清掃工場運営協

議会、地元の協議会につきましても、連動する形で全５回開催してまいりました。それ

とは別に、継続的に行っているのですが、平成２７年３月から平成２８年２月にかけま

して、清掃施設等の管理運営をしている所管の職員、代表者の方等で構成する庁内検討

会で、プラントの機能や運用面について調整をするというような機会を、全９回設けて

まいりました。それで、現時点でお示しできることということで、項目しか挙げていな

いのですが、基本設計検討懇談会の検討項目（１）から（６）ということで挙げさせて

いただいております。 

  まず、（１）の施設規模についてでございますけれども、昨年度の基本計画におきまし

ては日量２００トン未満ということで、策定をいたしました。今年度につきましては、

最新の人口推計、動向であるとか、ごみ量予測に基づいて算定をするというようなこと

になっております。また、昨年１０月策定の八王子まち・ひと・しごと創生総合戦略に

おいて、人口ビジョンが示されたという状況がございますので、その将来予測に基づい

て、再算定をし直しているところでございます。規模についてはさらに小さくなるであ

ろう状況になっております。 

  公害防止につきましては、排ガスの管理基準値について主にご意見をいただいたとこ

ろです。特に塩化水素濃度につきまして、国の基準が４３０ｐｐｍに対しまして、１０

ｐｐｍにすべきか１５ｐｐｍにすべきかというようなことについて、色々とご意見をい

ただいたところです。 
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  （３）見学者対応については、主に説明内容、方法、見学ルートについてご意見をい

ただきました。説明員による丁寧な説明、あるいは現物を見せるなどの工夫、あるいは

工場だけでなく環境学習全般、環境全般に関する教育や啓発ができるような工夫をとい

うようなご意見をいただきました。地元還元、余熱利用であるとか災害拠点、これは（４）

にリンクして、ここに書いてありますけれども、各項目について、様々ご意見をいただ

きましたが、いずれにしても市民がごみを処分しに来るというだけではなくて、普段か

ら集えるような施設にするべきではないかというようなご意見をいただいたところです。 

  （５）配置計画につきましては、主に工場の配置であるとか動線についてご意見をい

ただきました。ここでは一般車と収集車の分離を行うなど、安全をしっかりと確保して

もらいたいというようなご意見をいただいたり、渋滞対策もしっかりするようにという

ようなご意見をいただいたところです。 

  最後（６）の事業方式については、基本計画では公設民営方式であるＤＢＯ方式を今

後視野に入れるということで計画段階から策定をされたところでありましたので、それ

を受けまして今年度につきましては、公設公営と公設民営、いわゆるＤＢＯ方式という

ことについて比較検討をするというようなことをテーマにご意見をいただいたところで

す。この中では、公設民営の場合については災害時など、非常時においても市の監督、

監視、管理がしっかりと有効に機能するようにするべきだというようなご意見であると

か、市民の窓口を明確にするようにというようなご意見をいただいたところです。 

  最後に、今後のスケジュールになります。下表中段に発注支援事業と書いてあります

けれども、これがメインの業務ということになります。発注事業がその下に幾つか項目

がありますけれども、要求水準書の作成であるとか事業者の募集などを行いまして、２

９年度末には、いずれにしても事業者を決定するというスケジュールで動いておりまし

て、工事につきましては、３０年度から着手、３３年度末には完成ということで、３４

年度から供用開始というスケジュールで今のところ考えているところでございます。 

  非常に雑駁ですけれども、説明は以上となります。 

○小泉会長 どうもありがとうございました。ただいまの事務局の説明につきまして、何

かございますでしょうか。 

  ここは現在、休止している状態になるわけですよね。 

○青木清掃施設整備課長 はい、そうです。平成２２年に旧館清掃工場が休止しています

ので、そこの施設については止まっている状況になっています。 
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○小泉会長 でしたら、休止して１０年近くなるので、再稼働したときにしかりと説明を

しないといけないかなと思います。今後、建設、それから稼働に向けて、周りの人たち

との意思疎通はすごく大事だと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○青木清掃施設整備課長 はい。 

○小泉会長 そのほか、何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

○浦瀬委員 すみません。 

○小泉会長 どうぞ、お願いします。 

○浦瀬委員 ここの館清掃工場を稼働すると、戸吹や北野の施設を止めるということです

か。 

○青木清掃施設整備課長 ごみ処理基本計画の中でお示しさせていただいている内容と

しては、市内の安定した２工場体制の維持ということがありまして、現在、戸吹清掃工

場と北野清掃工場の２工場体制です。北野清掃工場の老朽化に伴いまして、休止になり

ますので、その代替施設として館清掃工場を建てるということになります。安定的なご

み処理ということを踏まえて、あくまでも２工場体制は、今後も維持をしていくという

考え方でおります。 

○浦瀬委員 北野は下水処理施設も縮小ということを聞いているのですけれども、そうな

ると北野は土地が空いてしまいますよね。 

○青木清掃施設整備課長 かなり広大な用地が北野にはありますので、現在、北野の土地

活用につきましては、庁内でも色々と検討しているところでありますので、また一定程

度内容が整備された段階でご説明できるのかなというふうには考えております。 

○小泉会長 どうぞよろしくお願いいたします。では、ほかによろしいでしょうか。 

○天井委員 よろしいですか。 

○小泉会長 はい、どうぞ。 

○天井委員 現在の進捗状況ということで、私どもは情報を得ることができましたけれど

も、一般市民の方への情報提供はどのような形をとられるのでございましょうか。 

○青木清掃施設整備課長 まず懇談会の内容は、ホームページでその都度、議事録、資料

等を公開させていただいております。基本設計につきましては、今後市として意思決定

をしたのちに、まず議会にご説明をさせていただきます。その後に基本設計そのものの

冊子を、ホームページ掲載をするとともに、関係者の方に冊子をまた配付するというよ

うなことで考えております。 
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○天井委員 ありがとうございました。 

○小泉会長 ありがとうございました。では、最後に事務局、お願いいたします。 

○星環境政策課主査 皆さんが、ただいまご就任していただいている委員の任期が平成２

８年４月２９日をもちまして満了となります。そこで、本日の審議会が任期中最後の開

催となりますけれども、事務局といたしましては皆様に引き続き、委員にご就任いただ

きたいと考えております。またこれについては、後日正式な再任の手続をとらせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。しかしながら、長年にわたりまして八王子

市の環境行政にご尽力をいただきました小泉会長につきましては、本市の規定により今

期をもちましてご退任いただくこととなっております。ですので、小泉会長に一言ご挨

拶をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○小泉会長 １０年ということでの任期でございますので、この４月２９日をもちまして

会長を退任ということになるわけです。今回、皆さんにお会いするのが最後のチャンス

かもしれませんので、一言ご挨拶申し上げたいと思います。 

  私の大学も平成３年に南大沢に移転して、それから大分時間が経つわけですが、私自

身も上下水道、廃棄物、あるいは水資源、色々な分野を担当してまいりまして、社会に

出て、もう４５年になるのですが、何かお役に立つことができないかなという思いでお

りました。八王子市につきましては、私どもの大学が大変お世話になっておりますし、

また学生たちも八王子市に住んでおりますので、この環境審議会につきましては１０年

ということでございましたし、様々なことをやらせていただきました。本当に委員の皆

様のサポート、それから事務局の非常に熱心なご努力によりまして、何とか会長の任を

無事に終了できるということで、本当に皆様には心から感謝申し上げます。本当にあり

がとうございました。 

  心残りといいますか、緑化フェアや館清掃工場の話が途中ではありますが、ぜひうま

く、前向きに進めていただきたいと思っています。八王子というのは緑や自然が残って

いるという印象です。やはり環境先進都市という、非常に環境を重視した政策をしてい

る市だというふうに思っております。私は学生によく言っているのですが、フィードバ

ックではなく、先手必勝。何か問題があってからやるのではなくて、問題が起こる前に

フィードフォワードで、前もって手を打っていく必要があります。将棋でいえば、三手

あれば王を詰ますことができるわけで、その先手、先手を、ぜひ打ち続けていただきた

いというのが、最後の言葉として残しておきたいと思います。特に上流域の市ですので、
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しっかりと自然環境を保全して、それにはやはり人の手はかかるし、お金もかかるのだ

けれども、しっかりと長く、うまくやっていけるような、そういう工夫が大事ですよね。

ですから、知識というよりは知恵を使っていただいて、ぜひよいまちづくりを今後も進

めていただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。本当に皆さん、

ありがとうございました。 

（拍手） 

○星環境政策課主査 ありがとうございました。以上になります。 

○小泉会長 それでは、これで平成２７年の第２回八王子市環境審議会を閉会いたします。

皆さん、どうもありがとうございました。 

午前１１時１７分 閉会 

平成２８年２月２４日 署名人：    小泉  明 

 


